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お2人の五輪でのご活躍を期待しています。ケッパレ!!お2人の五輪でのご活躍を期待しています。ケッパレ!!
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八幡神楽保存会による権現舞 八幡神楽保存会による権現舞 

小笠原優子さんのコンサート 

つくだ貞夫社中による民謡 

小笠原優子さんのコンサート 

つくだ貞夫社中による民謡 新町誕生を祝して出席者全員で乾杯新町誕生を祝して出席者全員で乾杯 

小笠原優子さんとこだまコーラスが町民の歌を披露 

町内の小学生たちが町民憲章を唱和 町内の小学生たちが町民憲章を唱和 

小笠原優子さんとこだまコーラスが町民の歌を披露 

新町誕生を祝して出席者全員で乾杯 

　
式
典
に
続
い
て
行
わ
れ
た
祝
賀

会
で
は
、田
名
部
匡
省
参
議
院
議
員

が
祝
辞
を
述
べ
た
あ
と
、関
係
者
ら

が
鏡
開
き
を
し
て
新
町
の
誕
生
を

祝
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、祝
賀
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、八
幡
神
楽
保
存
会
に
よ
る

権
現
舞
や
小
笠
原
優
子
さ
ん
の
コ

ン
サ
ー
ト
、保
戸
沢
神
楽
保
存
会
に

よ
る
八
幡
舞
や
つ
く
だ
貞
夫
社
中

に
よ
る
民
謡
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
な
お
、式
典
で
の
表
彰
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
） 

◎
総
務
大
臣
表
彰
 

◆
市
町
村
合
併
功
労
 

▽
旧
東
北
町
議
会
議
長
‐
沼
山
喜
久
 

　
男
 

▽
旧
上
北
町
議
会
議
長
‐
阿
部
博
光
 

▽
旧
上
北
町
市
町
村
合
併
調
査
特
別

　
委
員
長
・
旧
上
北
町
・
東
北
町
合
併

　
協
議
会
委
員
‐
楢
舘
長
吉
 

▽
旧
東
北
町
市
町
村
合
併
調
査
特
別

　
委
員
長
・
旧
上
北
町
・
東
北
町
合
併

　
協
議
会
委
員
‐
笹
倉
健
 

▽
旧
上
北
町
長
‐
竹
内
亮
一
 

▽
旧
東
北
町
長
‐
向
井
榮
一
 

◎
町
章
デ
ザ
イ
ン
表
彰
 

▽
最
優
秀
賞
‐
井
上
健
蔵
 

制
定
さ
れ
た
「
東
北
町
町
民
の

歌
」
は
、制
定
日
よ
り
、正
午
を

お
知
ら
せ
す
る
音
楽
と
し
て
放

送
し
て
い
ま
す
。
 

② 

① 

③ 

④ 

保戸沢神楽保存会による八幡舞 保戸沢神楽保存会による八幡舞 

新町誕生記念式典 
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八幡神楽保存会による権現舞 

小笠原優子さんのコンサート 

つくだ貞夫社中による民謡 新町誕生を祝して出席者全員で乾杯 

小笠原優子さんとこだまコーラスが町民の歌を披露 

町内の小学生たちが町民憲章を唱和 

　
新
「
東
北
町
」
の
誕
生
記
念
式
典

及
び
祝
賀
会
が
一
月
五
日
、東
北
町

民
体
育
館
で
開
か
れ
、来
賓
や
町
関

係
者
ら
約
五
百
人
が
出
席
し
て
新

町
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。 

　
式
典
で
は
竹
内
亮
一
町
長
が「
後

世
に
誇
れ
る
、合
併
し
て
よ
か
っ
た

と
思
え
る
キ
ラ
リ
と
光
る
ま
ち
づ

く
り
を
町
民
と
と
も
に
め
ざ
し
た
い
」

と
式
辞
を
述
べ
た
の
に
続
い
て
、沼

山
喜
久
男
町
議
会
議
長
が
あ
い
さ

つ
し
、新
町
の
今
後
の
発
展
を
誓
い

ま
し
た
。 

　
こ
の
あ
と
、山
崎
力
総
務
副
大
臣

が
合
併
功
労
と
し
て
旧
町
長
や
旧

町
議
会
議
長
ら
六
人
に
総
務
大
臣

表
彰
を
贈
り
、竹
内
町
長
が
町
章
デ

ザ
イ
ン
で
最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ

た
井
上
健
蔵
さ
ん
に
表
彰
状
を
贈
り
、

竹
中
平
蔵
総
務
大
臣
（
代
読
・
山
崎

力
総
務
副
大
臣
）
、
三
村
申
吾
青
森

県
知
事
、江
渡
聡
徳
衆
議
院
議
員
が

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、九
月
二
日
制
定
さ
れ
た
新

町
民
憲
章
を
町
内
の
小
学
校
の
児
童

十
四
人
が
高
ら
か
に
唱
和
し
た
ほ
か
、

新
町
の
花
・
木
・
鳥「
さ
く
ら
」「
甲
地

赤
松
」「
は
く
ち
ょ
う
」が
披
露
さ
れ
、

当
町
出
身
の
歌
手
・
小
笠
原
優
子
さ

ん
と
こ
だ
ま
コ
ー
ラ
ス
の
メ
ン
バ
ー

が
新
町
の「
町
民
の
歌
」を
披
露
し
、

式
典
に
花
を
添
え
て
い
ま
し
た
。 

①式典には約500人が出席。 

②式辞を述べる竹内町長。 

③山崎総務副大臣から合併功労者6

　名に総務大臣表彰が贈られました。 

④町章デザインで最優秀作品に選

　ばれた井上さんに表彰状が贈ら

　れました。 

新
「
東
北
町
」
誕
生
記
念
式
典 
新
「
東
北
町
」
誕
生
記
念
式
典 

町
の
さ
ら
な
る
発
展
を
誓
う 

② 

① ① 

③ ③ 

④ ④ 

② 

保戸沢神楽保存会による八幡舞 
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防
火
へ
の
意
識
を
新
た
に 

　
東
北
町
消
防
団
出
初
め
式 

防
火
へ
の
意
識
を
新
た
に 

　
東
北
町
消
防
団
出
初
め
式 

生
活
安
全

生
活
安
全
の
拠
点
拠
点
に
！ 

　
　
　
上
北
警
察
官
駐
在
所
開
所
式

　
　
　
上
北
警
察
官
駐
在
所
開
所
式 

日
頃
の
運
動
不
足
を
解
消 

　
　
上
北
婦
人
室
内
運
動
会 

日
頃
の
運
動
不
足
を
解
消 

　
　
上
北
婦
人
室
内
運
動
会 

反
射
材

反
射
材
で
交
通
事
故
を
防

交
通
事
故
を
防
ご
う 

　
八
　
八
っ
ち
ゃ
ん
と
交
通
安
全
教
室

交
通
安
全
教
室 

　
道
の
駅
「
お
が
わ
ら
湖
」
向
い
に

七
戸
警
察
署
上
北
警
察
官
駐
在
所

が
完
成
し
十
二
月
二
十
七
日
、開
所

式
が
開
か
れ
、関
係
者
が
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
を
し
て
、新
駐
在
所
の
完
成
を

祝
い
ま
し
た
。 

　
新
し
い
駐
在
所
は
、上
北
交
番
と

徳
万
才
駐
在
所
の
統
合
に
伴
い
新

設
さ
れ
た
も
の
で
、事
務
所
内
に
は

住
民
の
会
合
や
交
流
の
場
と
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
を
設
置
。

上
北
地
区
全
域
を
受
け
持
ち
、一
月

六
日
か
ら
黒
澤
所
長
ら
三
人
で
業

務
を
開
始
し
て
い
ま
す
。 

　
開
所
式
で
は
猪
俣
和
敏
七
戸
警

察
署
長
が「
旧
上
北
町
地
区
を
管
轄

す
る
非
常
に
重
要
な
駐
在
所
。生
活

安
全
の
拠
点
と
し
て
活
用
し
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
向
井

榮
一
助
役
が「
地
域
全
体
で
駐
在
所

を
盛
り
上
げ
、安
全
安
心
な
町
に
し

ま
し
ょ
う
」と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

生
活
安
全

生
活
安
全
の
拠
点
拠
点
に
！ 

　
　
　
上
北
警
察
官
駐
在
所
開
所
式

　
　
　
上
北
警
察
官
駐
在
所
開
所
式 

児
童
児
童
た
ち
が
税
金
税
金
に
つ
い
て
学
ぶ 

　
水
喰

　
水
喰
・
小
川
原

小
川
原
・
千
曳
小

千
曳
小
で
租
税
教
室

租
税
教
室 

　
町
と
教
育
委
員
会
、十
和
田
税
務

署
に
よ
る
租
税
教
室
が
こ
の
ほ
ど
、

水
喰
小
・
小
川
原
小
・
千
曳
小
の
三

校
で
そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
、同
校
の

児
童
た
ち
が
税
金
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。 

　
こ
の
教
室
は
、小
学
生
た
ち
に
も

税
金
に
つ
い
て
も
っ
と
よ
く
知
っ

て
も
ら
お
う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。 

　
租
税
教
室
で
は
、同
税
務
署
の
職

員
が
、児
童
た
ち
が
通
う
学
校
な
ど

の
公
共
施
設
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
に

利
用
さ
れ
て
い
る
税
金
を
例
に
あ
げ
、

お
金
の
流
れ
や
そ
の
使
い
み
ち
を

分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
ほ
か
、ビ

デ
オ
を
使
っ
て
、も
し
税
金
が
な
か

っ
た
場
合
、自
分
た
ち
の
暮
ら
し
が

ど
う
な
る
か
に
つ
い
て
み
ん
な
で

考
え
る
な
ど
、税
金
の
使
い
み
ち
や

納
税
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
ん
で

い
ま
し
た
。 

 

児
童
児
童
た
ち
が
税
金
税
金
に
つ
い
て
学
ぶ 

　
水
喰

　
水
喰
・
小
川
原

小
川
原
・
千
曳
小

千
曳
小
で
租
税
教
室

租
税
教
室 

児
童
た
ち
が
税
金
に
つ
い
て
学
ぶ 

　
水
喰
・
小
川
原
・
千
曳
小
で
租
税
教
室 

　
野
辺
地
地
区
交
通
安
全
協
会
に

よ
る「
八
っ
ち
ゃ
ん
と
交
通
安
全
教

室
」
が
十
二
月
十
四
日
、
野
辺
地
町

立
体
育
館
で
行
わ
れ
、野
辺
地
署
管

内
か
ら
約
四
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、反
射
材
を
つ
け
て
交
通

事
故
を
防
ご
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、

会
場
で
は
反
射
材
の
光
り
方
の
実

験
や
反
射
た
す
き
を
か
け
た
保
育

園
児
が
交
通
安
全
体
操
を
披
露
し

た
ほ
か
、ゲ
ス
ト
の
黒
石
八
郎
さ
ん

が
自
ら
反
射
材
つ
き
の
衣
装
で
登

場
し
、楽
し
い
歌
や
お
し
ゃ
べ
り
で

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。 

反
射
材

反
射
材
で
交
通
事
故
を
防

交
通
事
故
を
防
ご
う 

　
八
　
八
っ
ち
ゃ
ん
と
交
通
安
全
教
室

交
通
安
全
教
室 

反
射
材
で
交
通
事
故
を
防
ご
う 

　
八
っ
ち
ゃ
ん
と
交
通
安
全
教
室 

生
活
安
全
の
拠
点
に
！ 

　
　
　
上
北
警
察
官
駐
在
所
開
所
式 防火への意識を新たにする団員たち 

みんなで楽しく体を動かしていました 

新駐在所前でのテープカット 新駐在所前でのテープカット 

税金について学ぶ児童たち 税金について学ぶ児童たち 

園児たちが交通安全体操を披露 園児たちが交通安全体操を披露 
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合
併
後
初
め
て
と
な
る
東
北
町

消
防
団
（
大
坂
宏
団
長
）
の
出
初
め

式
が
一
月
七
日
、東
北
町
北
総
合
運

動
公
園
で
行
わ
れ
、団
員
ら
が
防
火

へ
の
意
識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

　
出
初
め
式
で
は
、
上
北
、
東
北
両

地
区
の
団
員
や
消
防
署
員
、婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
員
ら
三
百
二
十
人
、ポ
ン

プ
車
な
ど
車
両
十
八
台
が
堂
々
と

分
列
行
進
を
行
っ
た
ほ
か
、各
分
団

が
勇
壮
な
ま
と
い
振
り
を
披
露
し

た
後
、竹
内
町
長
が
功
労
者
三
十
二

人
を
表
彰
し「
町
民
の
生
命
と
安
全

を
守
り
、町
発
展
の
た
め
に
活
躍
し

て
ほ
し
い
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

【
永
年
勤
続
功
労
章（
敬
称
略
、東
北

は
東
、上
北
は
上
と
表
記
）】 

◆
三
十
年
勤
続
▽
安
村
寛
（
東
七
分

団
分
団
長
）
▽
瀬
川
幸
一
（
上
三
分

団
同
）
▽
萩
生
勝
弘
（
東
七
分
団
副

分
団
長
） 

◆
二
十
年
勤
続
▽
和
田
勝
人
（
上
四

分
団
副
分
団
長
）
▽
向
井
正
弘
（
東

本
部
分
団
班
長
）▽
甲
地
和
寿（
同
）

▽
久
保
田
正
秀
（
東
四
分
団
班
長
）

▽
乙
供
俊
彦
（
東
本
部
分
団
団
員
）

▽
小
林
清
治（
上
二
分
団
同
） 

◆
十
年
勤
続
▽
野
村
晋（
上
八
分
団

部
長
）
▽
苫
米
地
悟
（
上
本
部
分
団

団
員
）▽
蛯
名
千
代
志（
上
二
分
団
同
）

▽
松
本
亨
（
上
五
分
団
同
）
▽
中
野

慶
昭（
上
八
分
団
同
）▽
　
山
剛
克（
東

本
部
分
団
同
）▽
福
村
誠（
同
）▽
平

田
拓
也
（
東
一
分
団
同
）
▽
滝
沢
市

男（
東
七
分
団
同
）▽
沢
田
隆（
同
） 

◆
優
良
団
員
章
▽
新
舘
一
富（
上
一

分
団
団
員
）
▽
蛯
名
千
代
志
（
上
二

分
団
同
）▽
蛯
名
貞
治（
上
四
分
団
同
）

▽
小
笠
原
勝
紀
（
上
七
分
団
同
）
▽

小
笠
原
昭
彦（
同
）▽
榊
泰
司（
上
十

分
団
同
）
▽
大
野
昌
彦
（
東
本
部
分

団
同
）▽
古
沢
友
幸（
東
一
分
団
同
）

▽
甲
地
豊
（
東
二
分
団
同
）
▽
向
井

敦（
東
三
分
団
同
）▽
細
井
喜
寿（
東

五
分
団
同
）
▽
浜
田
正
博
（
東
六
分

団
同
）▽
大
山
将
也（
東
七
分
団
同
） 

防
火
防
火
へ
の
意
識
を
新

意
識
を
新
た
に 

　
東
北
町
消
防
団
出
初

　
東
北
町
消
防
団
出
初
め
式 

防
火
防
火
へ
の
意
識
を
新

意
識
を
新
た
に 

　
東
北
町
消
防
団
出
初

　
東
北
町
消
防
団
出
初
め
式 

防
火
へ
の
意
識
を
新
た
に 

　
東
北
町
消
防
団
出
初
め
式 

生
活
安
全
の
拠
点
に
！ 

　
　
　
上
北
警
察
官
駐
在
所
開
所
式 

日
頃
日
頃
の
運
動
不
足
を
解
消

運
動
不
足
を
解
消 

　
　
上
北
婦
人
室
内
運
動
会

　
　
上
北
婦
人
室
内
運
動
会 

　
上
北
連
合
婦
人
会（
米
内
山
サ
ツ

会
長
）に
よ
る
第
二
十
八
回
上
北
婦

人
室
内
運
動
会
が
一
月
十
五
日
、東

北
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
運
動
会
に
は
上
北
地
区
六
地
区

か
ら
約
五
十
人
が
参
加
。ス
リ
ッ
パ

を
わ
か
さ
ぎ
に
見
立
て
た
わ
か
さ

ぎ
釣
り
や
ビ
ン
転
が
し
リ
レ
ー
、グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
種
目
で

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
、み
ん
な
で

楽
し
く
体
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。 

　
な
お
、大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
。 

▽
優
勝
‐
新
町
▽
準
優
勝
‐
本
村
▽
 

第
三
位
‐
新
山
▽
第
四
位
‐
新
舘
、 

駅
前
▽
第
六
位
‐
大
浦
 

日
頃
日
頃
の
運
動
不
足
を
解
消

運
動
不
足
を
解
消 

　
　
上
北
婦
人
室
内
運
動
会

　
　
上
北
婦
人
室
内
運
動
会 

日
頃
の
運
動
不
足
を
解
消 

　
　
上
北
婦
人
室
内
運
動
会 

反
射
材
で
交
通
事
故
を
防
ご
う 

　
八
っ
ち
ゃ
ん
と
交
通
安
全
教
室 

生
活
安
全
の
拠
点
に
！ 

　
　
　
上
北
警
察
官
駐
在
所
開
所
式 

児
童
た
ち
が
税
金
に
つ
い
て
学
ぶ 

　
水
喰
・
小
川
原
・
千
曳
小
で
租
税
教
室 

児
童
た
ち
が
税
金
に
つ
い
て
学
ぶ 

　
水
喰
・
小
川
原
・
千
曳
小
で
租
税
教
室 

反
射
材
で
交
通
事
故
を
防
ご
う 

　
八
っ
ち
ゃ
ん
と
交
通
安
全
教
室 

防火への意識を新たにする団員たち 防火への意識を新たにする団員たち 

みんなで楽しく体を動かしていました みんなで楽しく体を動かしていました 

新駐在所前でのテープカット 

税金について学ぶ児童たち 

園児たちが交通安全体操を披露 
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平
成
十
七
年
東
北
町
朝
野
球
協
会

（
高
橋
憲
一
会
長
）
表
彰
・
納
会
が
十

一
月
十
八
日
、
東
北
町
北
総
合
運
動

公
園
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
平
成
十
七
年
朝
野
球
リ
ー
グ

の
表
彰
並
び
に
結
果
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
今
年
度
の
大
会
に
は
九
チ
ー
ム
が

参
加
。
一
戦
総
当
た
り
の
リ
ー
グ
戦

で
行
わ
れ
、熱
戦
を
展
開
し
、極
上
チ

ー
ム
が
み
ご
と
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。 

　
な
お
、
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
） 

▽
優
勝
‐
極
上（
七
勝
一
敗
） 

▽
第
二
位
‐
虎
兎（
六
勝
二
敗
） 

▽
第
二
位
‐
ブ
ル
ド
ッ
ク
ス（
六
勝
二

　
敗
） 

④
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
④
シ
ェ
ル
長
崎
④
 

日
石
蛯
沢
燃
料
⑦
乙
供
フ
ァ
イ
タ
ー
 

ズ
⑦
千
曳
ク
レ
イ
ジ
ー
⑨
イ
ー
グ
ル
 

ス
 

《
個
人
賞
》 

☆
長
打
賞
‐
吹
越
敏
行（
極
上
） 

☆
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
達
成
 

◎
大
山
美
国（
虎
兎
） 

◎
井
上
英
行（
ブ
ル
ド
ッ
ク
ス
） 

◎
萠
出
司（
シ
ェ
ル
長
崎
） 

阿
部
和
房
さ
ん（
才
市
田
）が
 

　
第
一
小
学
校
に
夜
間
照
明
灯
寄
贈
 

 　
第
一
小
学
校
学
校
評
議
委
員
の
阿
 

部
和
房
さ
ん
が
十
二
月
十
五
日
、
第

一
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
夜
間
照
明

灯
（
マ
ル
チ
ハ
ロ
ゲ
ン
灯
四
百
ワ
ッ

ト
、七
百
ワ
ッ
ト
）二
灯
を
寄
贈
し
ま

し
た
。 

　
こ
れ
は
阿
部
さ
ん
の
安
全
な
環
境

の
下
で
、
一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も

た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
ほ
し

い
と
の
思
い
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の

で
す
。 

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ
地
域
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

　
同
協
議
会
で
は
、い
た
だ
い
た
寄

付
金
は
、社
会
福
祉
に
役
立
た
せ

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

 ◎
東
北
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
上
北

支
部（
蛯
名
篤
信
会
長
）が
十
二
月

十
五
日
、
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
た
芸
能
ま
つ
り
で
の
お
花

の
一
部
二
万
五
千
五
百
円
を
寄
付

し
ま
し
た
。 

 ◎
東
北
町
上
北
地
区
更
生
保
護
婦
人

会（
二
ツ
森
ミ
ツ
会
長
）が
十
二
月

二
十
日
、生
き
活
き
ま
つ
り
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
活
動
の
益
金
一
万
円
を
寄

付
し
ま
し
た
。 

 ◎
心
月
寺
梅
花
講
が
十
二
月
二
十
二

日
、
地
域
福
祉
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
と
三
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。 

 ◎
佐
藤
キ
ヤ
さ
ん（
南
町
）が
十
二
月

二
十
六
日
、
地
域
福
祉
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
二
万
円
を
寄
付
し

ま
し
た
。 

町民のスポーツ活動を手伝える体協をめざす 

平成17年東北町朝野球協会表彰・納会 

平成17年朝野球リーグ 
極上が優勝を飾る!
平成17年朝野球リーグ 
極上が優勝を飾る!
平成17年朝野球リーグ 
極上が優勝を飾る!

善
意
あ
り
が
と
う
 

ガッチリと握手する竹内町長と両町体協会長 
みごと優勝を飾った極上チーム みごと優勝を飾った極上チーム 

寄贈された夜間照明灯 寄贈された夜間照明灯 親子で楽しくプレーしました 
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第
三
十
一
回
上
北
町
子
ど
も
会
親

子
卓
球
大
会
が
一
月
八
日
、
町
民
体

育
館
で
男
女
計
三
十
八
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
親
子
で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。 

 
大
会
は
、男
子
、女
子
の
部
で
ブ
ロ

ッ
ク
ご
と
に
分
か
れ
て
リ
ー
グ
戦
を

行
い
、熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。 

　
な
お
、
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
） 

◎
団
体
戦
ブ
ロ
ッ
ク
別
成
績
 

男
子
Ａ
①
小
川
原
②
上
野
③
栄
町
 

男
子
Ｂ
①
栄
町
②
旭
町
③
小
川
原
 

男
子
Ｃ
①
旭
町
②
小
川
原
③
南
町
 

女
子
Ａ
①
小
川
原
②
上
野
③
第
一
小
 

女
子
Ｂ
①
小
川
原
②
第
一
小
③
旭
町
 

女
子
Ｃ
①
小
川
原
②
第
一
小
③
旭
町
 

◎
優
秀
選
手
賞（
全
勝
者
） 

◆
男
子
Ａ
▽
三
年
‐
小
笠
原
貴
彦
（
小

川
原
）▽
四
年
‐
沼
村
拓
朗
（
同
）▽
五

年
‐
小
笠
原
祐
麻（
同
）▽
六
年
‐
赤
崎

大
介（
栄
町
）▽
ダ
ブ
ル
ス
‐
和
田
慎
也
・

蛯
名
朝（
上
野
） 

◆
男
子
Ｂ
▽
四
年
‐
藤
垣
圭
人（
栄
町
）

▽
五
年
‐
沼
田
祐
樹（
小
川
原
）▽
六
年

‐
沼
村
朋
弥
（
栄
町
）▽
ダ
ブ
ル
ス
‐
沼

村
朋
弥
・
沼
村
均（
同
） 

◆
男
子
Ｃ
▽
三
年
‐
鶴
ケ
崎
優
太
（
旭

町
）▽
六
年
‐
沼
辺
和
磨
（
同
）▽
ダ
ブ

ル
ス
‐
坂
本
純
平
・
沼
田
徳
仁
（
小
川

原
） 

◆
女
子
Ａ
▽
三
年
‐
富
岡
実
梨
（
小
川

原
）▽
四
年
‐
竹
内
未
来（
同
）▽
五
年
‐

市
川
美
野
里
（
同
）▽
六
年
‐
沼
村
有

佑
子
（
同
）▽
ダ
ブ
ル
ス
‐
阿
部
華
佳
・

阿
部
夏
子（
第
一
小
） 

◆
女
子
Ｂ
▽
三
年
‐
吉
野
祐
夏
（
小
川

原
）▽
四
年
‐
宮
里
彩
花
（
第
一
小
）▽

六
年
‐
川
口
璃
利
乃（
旭
町
）▽
ダ
ブ
ル

ス
‐
沼
尾
苑
佳
・
小
笠
原
ま
す
み
（
小

川
原
） 

◆
女
子
Ｃ
▽
四
年
‐
沼
澤
梢（
小
川
原
）

▽
五
年
‐
佐
々
木
秋
香（
第
一
小
）▽
六

年
‐
新
山
花
林（
小
川
原
） 

　
東
北
町
体
育
協
会
（
簗
田
兼
男
会

長
）と
上
北
町
体
育
協
会（
酒
井
廣
徳

会
長
）
の
統
合
調
印
式
が
十
二
月
二

十
二
日
、
東
北
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
両
協
会
は
今
年
四
月
に
統
合
し
、

新「
東
北
町
体
育
協
会
」と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。 

　
調
印
式
で
は
、
竹
内
町
長
立
会
い

の
下
、簗
田
、酒
井
両
会
長
が
統
合
調

印
書
に
署
名
、押
印
し
、両
会
長
が「
約

二
万
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
手
伝

え
る
体
協
を
め
ざ
し
、
ま
ち
づ
く
り

と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
発
展
を
願
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
続
い
て
竹

内
町
長
が「
体
協
は
、町
民
に
夢
と
感

動
を
与
え
、
体
育
振
興
の
礎
を
築
い

て
き
た
。
今
後
も
行
政
と
し
て
も
側

面
か
ら
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た

い
」と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
両
体
協
は
町
の
合
併
に
伴
い
統
合

協
議
を
開
始
し
、
昨
年
三
月
か
ら
統

合
協
議
会
な
ど
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
統
合
準
備
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
四
月
八
日
の
統
合
に
向
け
て

準
備
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

町民のスポーツ活動を手伝える体協をめざす 町民のスポーツ活動を手伝える体協をめざす 

第
31
回
親
子
卓
球
大
会
 

親
子
で
ハ
ッ
ス
ル
!
 

　
38
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
展
開
!!
 

親
子
で
ハ
ッ
ス
ル
!
 

　
38
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
展
開
!!
 

平成17年朝野球リーグ 
極上が優勝を飾る!
平成17年朝野球リーグ 
極上が優勝を飾る!

ガッチリと握手する竹内町長と両町体協会長 ガッチリと握手する竹内町長と両町体協会長 
みごと優勝を飾った極上チーム 

寄贈された夜間照明灯 親子で楽しくプレーしました 親子で楽しくプレーしました 
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こんにちは保健師です 

東北町保健師 

　　冨田　真弓 

精密検査を受けよう!

　健診を受けて、精密検査が必要と結果が出た

とき、皆さんはきちんと精密検査を受けていま

すか？「たいしたことはない」「毎年のことだか

ら」など自分で判断していませんか？ 

　今回は、がん検診でがんを早期発見したTさ

んの体験談を紹介し検診について考えてみた

いと思います。 

　Tさんが胃がんであると宣告されたのは、検

診を受けてから半年後でした。検診で精密検査

が必要と言われていましたが、時間が経過した

４か月後に検査を受けました。１回目の精密検

査では経過観察という結果でした。１か月後に

主治医から再度検査を勧められ、受けたところ

手術が必要と説明を受け病院を紹介されました。

その時点で、「がんかもしれない」と思い覚悟を

決めていたようです。しかし実際に「初期の胃

がん」と宣告された時は、目の前が真っ暗になり、

「どうして自分が」「今まで、病気をしたことが

ないのに」と、とてもショックを受けたと話し

ていました。 

　その後、Ｔさんは手術することになりました。

Ｔさんは、がんを宣告されてから、手術するまで、

精神的なストレスで7kgも痩せていました。や

はり、気持ちが落ち込み、いろいろなことを考

えてしまったそうです。 

　現在は無事に手術も終わり元気に生活して

います。胃を切除したため、食べる物にとても

気をつけているようです。しかし、つい手術前

のように食べてしまい後悔をすることがしば

しばあると話しています。 

 

～Ｔさんから皆さんへ～ 

　私は毎年検診を受けていました。以前にも胃

の検査で精密検査が必要と言われたことがあ

りその時は異常なしでした。今回も、大丈夫と

思いこんでいました。 

　検診で精密検査が必要と言われたときは、自

己判断せず、なるべく早く受診したほうがいい

と思います。また、がんと診断されなくても、経

過観察が必要なときは、主治医と相談し定期的

にきちんと受けることが大切だと思います。 

　次に手術をして感じたことは、太りすぎはよ

くないということです。もともと太りぎみだっ

たため、主治医からは手術が大変だと言われて

いました。手術時までに、7kgも痩せたため、大

丈夫だと思っていましたが、実際は、今までの

皮下脂肪が内臓にあったため、手術時間がかか

り、傷口の回復も遅くなったということです。 

　まだ手術をして間もないＴさんでしたが、皆

さんにも、自分の体を大切にしてほしいという

ことで、快く話してくれました。 

　当町でも毎年数名、がん検診より、がんが発

見されます。そのほとんどの方が早期で発見さ

れ、治療をして元気に生活しています。検診で

発見される場合、早期がんが多いため、病院の

外来で発見された方よりも手術後の生存率が

高いという結果が出ています。結果がでてから

時間がたつと、忘れたり、面倒になりがちです。

早めに精密検査を受けましょう。 
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　県では、不妊に悩む夫婦等を対象に、専門の医師等による相談・指導、不妊治療の正しい知

識や最新の治療法の紹介などを行う不妊専門相談センターを弘前大学医学部付属病院に開

設します。また、体外受精・顕微授精の「特定不妊治療」を受けた方の経済的負担を軽減する

ため平成17年4月1日から「青森県特定不妊治療費助成事業」をスタートしました。 

　不妊専門相談は無料ですが、予約が必要となります。 

　また、不妊治療費の助成には所得制限等がありますので、下記までお問い合わせください。 

◎お問合せ先 

　▽県こどもみらい課　TEL０１７－７３４－９３０３ 

　▽上十三地方健康福祉こどもセンター保健部　TEL０１７６－５３－３１０１ 

2・3月の健康カレンダー 
事  業  名 

乳児健診 

幼児健診 
東北町保健福祉 
センター 

13：00～ 
13：15

10：00～ 
10：15

12：50～ 
13：00

七戸病院健康 
管理センター 

・３ヵ月児 
（平成17年10月1日～11月4日生まれ） 
＊対象者には個別通知します 

・６ヵ月児 
（平成17年7月、8月生まれ） 

・９ヵ月児 
（平成17年4月、5月生まれ） 

2月24日（金） 

2月23日（木） 

実  施  日 実施場所 受付時間 対  象  者 

問い合わせ先：保健衛生課 
東北町保健福祉センター　0175ｰ63ｰ2001 
上北保健福祉センター　　0176ｰ56ｰ2933

13：00～ 
13：15

13：00～ 
13：15

2月21日（火） 

2月14日（火） 

東北町保健福祉
センター 

東北町保健福祉 
センター 

12：00～ 
14：00

10：00～ 
14：30

 9：30～ 
12：00

10：00～ 
14：30

東北町保健福祉 
センター 
(美須々地区)

中央公民館 

はつらつ教室 

ポテトクラブ 
（精神障害者の集い） 

毎週　　　   
月、火、木、金 

ほがらか教室 

・40歳以上で自分または家族の協力で
会場まで来られる方 

（参加希望の方は上北保健福祉センタ
ーまでご連絡ください。） 

・脳卒中後遺症、老化などにより体の
機能が低下している方（自分または
家族の協力で会場まで来られる方） 

・心の病気を治療中で社会復帰を目指
している方、及び家族の方 
（初めて参加する方は申請書等の提出
が必要ですので保健師までご連絡く
ださい。） 

上北保健福祉 

センター 

つつじ作業所 

乳幼児健診・予防接種等をうける際は、母子手帳を忘れずにお持ちください。 

2月22日（水） 

2月15日（水） 

2月6日（月） 

3月6日（月） 

2月7日（火） 

2月28日（火） 

3月7日（火） 

上北保健福祉 
センター 

・２歳６ヵ月児健診 
（平成15年7月、8月生まれ） 

・１歳児健康相談 
（平成17年1月、2月生まれ） 

・1歳６ヵ月児健診 
（平成16年7月、8月生まれ） 

 9：30～ 
10：00
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新山　麗華ちゃん 
れい か 

酒田　啓誠くん 
けいせい 

鶴ヶ崎　優大くん 
ゆうだい 

吹越　陸人くん 
りく と 

鳴海　麗ちゃん 
うらら 

福田　明日菜ちゃん 
あ　す　な 

蛯名　曹太くん 
そう た 

鈴木　詩萌ちゃん 
し　ほ 

柴田　瞳ちゃん 
ひとみ 

小笠原　理心ちゃん 
り　こ 

柴田　望ちゃん 
のぞみ 

 
 
 
 
 
 
 

国民年金保険料を 
納めないとどうなるの? 
 
　老後だけでなく万が一の
時にもあなたやあなたの家
族をしっかりサポートして
くれるのが国民年金などの
公的年金です。 
　保険料を納めないでおくと、
老齢基礎年金を受けられな
くなったり年金額が少なく
なったりしますし、万が一
のケガや病気による障害基
礎年金、妻と子を残して夫
が亡くなった時の遺族基礎
年金を受けられないことに
もなります。これらの年金
を受けるためには毎月の保
険料を納めていることが前
提となります。 
　納付には納め忘れを防げ
便利でお得な口座振替や前
納制度もありますし、もし
経済的な理由などで納付困
難な方は、免除制度、30歳未
満の方には納付猶予制度も
ありますのでご利用ください。 
　申請は市町村役場の国民
年金担当窓口へどうぞ。豊
かな老後のため、そして万
が一の時のためにも毎月の
保険料を忘れずに納めまし
ょう。 
 
【移動年金相談】 
◆場所－野辺地中央公民館 
◆日時－2月9日（木） 
　　　　11：00～14：30 
◆場所－七戸柏葉館 
◆日時－2月22日（水） 
　　　　11：00～14：30 

【国民年金納付相談】 
◆場所－町民文化センター 
◆日時－2月22日（水） 
　　　　11：00～15：00 
◆場所－東北町コミュニティ
　　　　センター未来館 
◆日時－2月23日（木） 
　　　　11：00～15：00 
※基礎年金番号通知書及び
　年金手帳、職歴のメモ等
　お持ちください。 
◎お問合せ先 
役場町民課国民年金係 
TEL 0176-56-3111（代表） 
TEL 0175-63-2111 
▽（本庁舎）内線153 
▽（分庁舎）内線548 
 
 
 
 
 
 
 

国民健康保険高額療養費 
の受領委任払制度 
 
　高額療養費の受領委任払
制度を公立七戸病院におい
て平成18年1月診療分より
実施します。利用できるのは、
当町の国民健康保険被保険
者で、公立七戸病院で受け
た医療費に高額療養費が発
生し、その高額療養費部分
の支払が困難な方です。 
　高額な医療費の支払が困
難な方はご相談ください。 
◎お問合せ先 
役場町民課国民健康保険係
高額療養費担当 
TEL 0176-56-3111（代表） 
TEL 0175-63-2111 
（本庁舎）内線151 
（分庁舎）内線546 
又は、公立七戸病院医事課 
TEL 0176-62-2105

道の駅「おがわら湖」向いに完
成した上北警察官駐在所は上
北交番と何駐在所が統合され
たものでしょうか？（ヒントＰ5） 

1月号当選者 
　○久保田　好　子　さん 
　○乙　部　未　来　さん 
　○小　林　昌　彦　さん 
　○蛯　名　由加里　さん 
　○沼　田　タ　ケ　さん 

1月号の答え 
　①さくら、甲地赤松、はくちょう 
　②上北道路 
　③宝地拓農 

新東北町誕生記念式典で高ら
かに新町民憲章を唱和した児
童は全部で何人？（ヒントＰ2） 

2月20日（月） 

Q2

トリノ冬季五輪に出場する蛯沢
克仁選手はノルディック距離代
表ですが、蛯沢大輔選手の出
場する種目は何？（ヒントＰ20） 

Q3

Q1

役場企画課 

・ ・ ・ 
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新山　麗華ちゃん 
れい か 

酒田　啓誠くん 
けいせい 

＊むし歯があると思ったけどホッと

　しました。これからもみがきます。 

＊がんばって、はみがきしてます。 

鶴ヶ崎　優大くん 
ゆうだい 

吹越　陸人くん 
りく と 

鳴海　麗ちゃん 
うらら 

＊はみがき、がんばってます。 ＊やったー!! またがんばるぞ。 ＊はみがきがんばってます。 

福田　明日菜ちゃん 
あ　す　な 

蛯名　曹太くん 
そう た 

鈴木　詩萌ちゃん 
し　ほ 

＊これからもがんばって歯をみがこ

　うね。 

＊毎日がんばって歯みがきしています。 ＊仕上げみがきは、お父さんの担当です。 

柴田　瞳ちゃん 
ひとみ 

小笠原　理心ちゃん 
り　こ 

柴田　望ちゃん 
のぞみ 

＊歯みがきがんばります。 ＊歯みがきがんばります。 ＊歯みがきがんばります。 

上北地区で11月18日に
行った3歳児健診でむし
歯のなかった子11人を紹
介します。 

新山　麗華ちゃん 
れい か 

酒田　啓誠くん 
けいせい 

鶴ヶ崎　優大くん 
ゆうだい 

吹越　陸人くん 
りく と 

鳴海　麗ちゃん 
うらら 

福田　明日菜ちゃん 
あ　す　な 

蛯名　曹太くん 
そう た 

鈴木　詩萌ちゃん 
し　ほ 

柴田　瞳ちゃん 
ひとみ 

小笠原　理心ちゃん 
り　こ 

柴田　望ちゃん 
のぞみ 



区　分 17.12.2登録者数 

地区名 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

上北地区計 

新舘 

戸舘 

八幡 

赤平 

小計 

大浦 

小計 

徳万才 

中岫平 

才市田 

小計 

大洞 

新山 

小計 

境ノ沢 

上野（南） 

上野（下） 

上野（上） 

小計 

新町 

栄町（下） 

栄町（上） 

小計 

本町 

南町 

小計 

豊田 

旭町（上） 

旭町（下） 

花向町 

栄沼 

小計 

菩提寺 

小川原（北） 

小川原（南） 

向山 

沼崎本村 

小計 

虫神 

小計 

 

石坂 

宇道坂 

上清水目 

下清水目 

添ノ沢 

湯沢 

小計 

20 

67 

83 

33 

203 

164 

164 

169 

21 

57 

247 

51 

292 

343 

83 

158 

157 

153 

551 

430 

81 

168 

679 

187 

319 

506 

8 

134 

358 

163 

28 

691 

63 

88 

131 

76 

115 

473 

115 

115 

3,972 

20 

3 

40 

30 

31 

5 

129

29 

67 

100 

29 

225 

186 

186 

166 

23 

71 

260 

53 

292 

345 

107 

161 

152 

172 

592 

447 

118 

192 

757 

195 

366 

561 

8 

137 

377 

181 

26 

729 

57 

86 

131 

90 

129 

493 

117 

117 

4,265 

22 

4 

53 

34 

36 

5 

154

49 

134 

183 

62 

428 

350 

350 

335 

44 

128 

507 

104 

584 

688 

190 

319 

309 

325 

1,143 

877 

199 

360 

1,436 

382 

685 

1,067 

16 

271 

735 

344 

54 

1,420 

120 

174 

262 

166 

244 

966 

232 

232 

8,237 

42 

7 

93 

64 

67 

10 

283

男 女 計 

13

交
通
災
害
共
済
に
 

交
通
災
害
共
済
に
 350円の会費で 

2万円 
100万円 

350円の会費で 
2万円 

100万円 

選挙人名簿登録者数地区調べ 
区　分 17.12.2登録者数 

地区名 

12

13

14

15

16

17

石文 

大平 

上板橋 

下板橋 

千曳 

トキワ 

南平 

向平 

小計 

北栄 

長者久保 

千代畑 

塔ノ沢 

豊ヶ丘 

夫雑原 

林口 

小計 

明美 

朝日団地 

乙供 

桜木町 

松風荘 

乙供新町 

舘花 

乙供本町 

馬込 

小計 

旭 

滝沢 

保戸沢 

小計 

狼ノ沢 

甲地 

郡山 

御料 

漆玉 

蒼前 

蓼内 

田ノ沢 

土橋 

長久保 

巴蘭 

小計 

鶴ヶ崎 

徳万舘 

舟ヶ沢 

小計 

17 

9 

66 

16 

136 

3 

31 

16 

294 

114 

18 

19 

26 

18 

17 

12 

224 

25 

9 

124 

21 

30 

86 

42 

172 

62 

571 

21 

50 

155 

226 

14 

223 

9 

36 

23 

26 

85 

42 

80 

56 

94 

688 

84 

25 

68 

177

24 

13 

78 

13 

133 

3 

25 

20 

309 

88 

19 

18 

16 

16 

16 

11 

184 

28 

11 

131 

24 

81 

108 

39 

175 

77 

674 

20 

44 

148 

212 

19 

254 

5 

36 

22 

23 

77 

48 

67 

50 

94 

695 

95 

24 

83 

202

41 

22 

144 

29 

269 

6 

56 

36 

603 

202 

37 

37 

42 

34 

33 

23 

408 

53 

20 

255 

45 

111 

194 

81 

347 

139 

1,245 

41 

94 

303 

438 

33 

477 

14 

72 

45 

49 

162 

90 

147 

106 

188 

1,383 

179 

49 

151 

379

男 女 計 

区　分 17.12.2登録者数 

地区名 

18

19

20

21

22

23

東北地区計 

上北地区計 

東北地区計 

合計 

五十嵐 

大池 

切左坂 

豊栄 

豊前 

中村 

野田頭 

浜台 

細津 

水喰 

萠出 

小計 

数牛 

淋代 

十二里 

豊畑 

横沢 

小計 

柵 

豊瀬 

美須々 

小計 

乙部 

枋木 

輝ヶ丘 

寒水 

小計 

内蛯沢 

大向旗屋 

表町 

みどりヶ丘団地 

外蛯沢 

公園団地 

空自団地 

小計 

大旗屋 

上畑 

乙供栄町 

坂下町 

緑町 

向旗屋 

小計 

　 

　 

 

 

 

26 

6 

18 

12 

20 

33 

55 

33 

13 

81 

26 

323 

39 

28 

1 

23 

41 

132 

24 

32 

26 

82 

42 

17 

28 

64 

151 

213 

15 

250 

17 

199 

55 

52 

801 

35 

10 

154 

71 

142 

93 

505 

4,303 

 

3,972 

4,303 

 

8,275

27 

6 

21 

10 

18 

34 

50 

33 

12 

92 

27 

330 

37 

35 

1 

18 

39 

130 

15 

39 

23 

77 

39 

23 

28 

73 

163 

254 

18 

276 

44 

214 

36 

2 

844 

32 

12 

177 

99 

151 

93 

564 

4,538 

 

4,265 

4,538 

 

8,803

53 

12 

39 

22 

38 

67 

105 

66 

25 

173 

53 

653 

76 

63 

2 

41 

80 

262 

39 

71 

49 

159 

81 

40 

56 

137 

314 

467 

33 

526 

61 

413 

91 

54 

1,645 

67 

22 

331 

170 

293 

186 

1,069 

8,841 

 

8,237 

8,841 

 

17,078

男 女 計 

選挙人名簿登録者数地区調べ 



災害の程度 

死亡した場合 

実治療日数 

180日以上で 

実治療日数 

90日以上 

180日未満で 

実治療日数60日以上90日未満 

実治療日数30日以上60日未満 

実治療日数10日以上30日未満 

実治療日数10日未満 

入院180日以上
を含む 

入院90日以上
を含む 

入院90日未満又は
入院なきものを含む 

入院90日以上
180日未満を含む 

入院90日未満又は
入院なきものを含む 

等級 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1,000,000円 

150,000円 

130,000円 

110,000円 

80,000円 

60,000円 

45,000円 

35,000円 

25,000円 

20,000円 

金　額 

12

1日1円で〈ご家族の安心を!!〉 1日1円で〈ご家族の安心を!!〉 

◎お問合せ先　東北町役場　TEL 0176-56-3111（代表）又はTEL 0175-63-2111 
　　　　　　　本庁舎・総務課（内線226）／分庁舎・東北支所（内線573） 

交
通
災
害
共
済

交
通
災
害
共
済
に
 

交
通
災
害
共
済

交
通
災
害
共
済
に
 

家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
 

交
通
災
害
共
済
に
 

〈会費〉
 

年間1人
350円

 

〈見舞金
〉 

2万円から
15万円 

〈特別見
舞金〉 

50万円
 

350円の会費で 
2万円 1日の治療でも見舞金が 

100万円 

350円の会費で 
2万円 

100万円 弔慰金は 

350円の会費で 
2万円 

100万円 
予約加入が2月1日から始まります。 

東北町役場本庁舎総務課または分庁舎東北支所の窓
口までお申込ください。 

加入の申込は 

平成18年4月1日から平成19年3月31日まで1年間 

共済期間 

共済弔慰金、見舞金金額表 

（日数の計算は全て治療した日数によります。） 

選挙人名簿登録者数地区調べ 

まさかの交通事故の備えに！！ 
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平成18年度電気通信 
サービスモニター募集
 
　総務省では、電気通信サー
ビスに関する利用者の声を幅
広くお聞かせいただき、今後
の情報通信行政に反映させる
ため、モニターを募集します。 
１．応募資格－電話・インター
ネット等の電気通信サービス
に関心がある満20歳以上の
方で「２．モニターへのお願い」
にご協力いただける方。ただし、
総務省及び電気通信事業者に
勤務経験のある方とそのご家
族を除きます。 
２．モニターへのお願い 
①総務省が実施するアンケー
ト調査（年２回実施予定）への
回答（モニター全員） 
②地域で開催されるモニター
会議への出席（別途出席をお
願いする方のみ） 
３．委嘱期間－平成18年4月1
日～平成19年3月31日 
４．募集人員－120名 
５．募集期間－2月20日(月)ま
で（締切当日のＦＡＸ送信又
は消印有効） 
６．謝礼金－アンケート調査
にご協力いただいた方及びモ
ニター会議にご出席いただい
た方には、それぞれ別途謝礼
金をお支払します。 
７．応募方法－ハガキの表面
またはＦＡＸ送信用紙に「モ
ニター希望」と明記の上、裏面
に郵便番号、住所、氏名（フリ
ガナ）、電話番号、年齢、性別、
職業、応募の動機及びモニタ
ー会議参加希望の有無（モニ

ター会議は10～12月の平日
予定）等の必要事項を記入し、
下記にお送りください。 
　なお、ハガキ、ＦＡＸ以外で
のご応募はご遠慮ください。 
◎お申込・お問合せ先－東北
　総合通信局電気通信事業課 
　〒980-8795 仙台市青葉区
　本町3-2-23 
　TEL　022-221-0628 
　FAX　022-221-0613 
８．選考結果の通知－構成を
考慮して選考し、モニターを
お願いする方には、3月末まで
に本人宛に通知します。 
　なお、選考されなかった方
には通知しませんので、ご了
承ください。 

 
平成18年度 

三沢基地モニター募集 
 
　航空自衛隊三沢基地では、
基地周辺住民の方々で、自衛
隊及び防衛問題に関心がある
方の中から基地見学等を通じ、
ご意見及びご要望をお聞きす
るために、三沢基地モニター
を募集します。 
◆募集年齢等－上十三地区の
　20～50代の男女（約10名） 
◆委嘱期間－平成18年4月か
　ら平成19年3月まで 
◆活動内容－各種行事及び職
　場見学等、大型ヘリコプタ
　ー体験搭乗等、アンケート
　調査及びモニター会議 
◆締切－3月3日(金)まで 
　※応募者多数の場合は、選
　考の上ご連絡します。 
◆お申込・お問合せ先 
　ハガキに住所・氏名・年齢・
　職業・電話番号を明記の上、
　〒033-8604 三沢市後久保
　125-７航空自衛隊三沢基地
　渉外室広報班（TEL　0176-53 
　-4121 内線3313）まで。 

「貸します詐欺」に 
ご注意ください! 

 
　最近、大手金融機関などを
装って「お金を貸します」とい
った内容の偽者ＤＭ（ダイレ
クトメール）や携帯メール等
を送りつけて、保証金や保険
金名目でお金を騙し取る新手
の手口が急増しています。 
　このような詐欺行為を「貸
します詐欺」といいます。 
　被害にあわないよう十分に
ご注意ください。 
　「騙されないための 
　　　　　心構え三か条」 
★１．取引関係のないところ
から突然送られてくる「お金
貸します」とのダイレクトメ
ール・携帯メール等に注意。低
金利で、しかも高額を貸し付
けるかのような広告に注意。 
★２．融資をする前に、様々な
口実でお金を振り込まそうと
する手口に注意。（保証料、保
険料などの名目で必ずお金を
要求してきます） 
★３．「貸します詐欺」かもし
れないと感じたら、送金の前
に問い合わせ。 
「貸します詐欺」被害 
ホットライン 
TEL 03-5320-4775 
（東京都貸金業対策課） 
平日：午前９時～12時、 
　　　午後１時～４時半 
※夜間・休日は、留守番電話の
　受付になります。 

 

局番なしの『119』　 あわてず  はっきりと  正確に!! 
 

局番なしの『119』　 あわてず  はっきりと  正確に!! 
 



携帯電話119番通報  携帯電話119番通報  携帯電話119番通報  

献血お知らせ 
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◆実施日－2月27日（月） 

　午前10時～午後4時 

※午後0時30分～午後1時30分

　まで昼休みです。 

◆場所－東北町役場本庁舎前

　駐車場 

※献血者の「本人確認」をさせ

　ていただいております。 

　受付にて証明書(健康保険証、

運転免許証等)の提示をお願い

します。以前に「本人確認」をさ

れている場合は必要ありません。 

　町民みなさまのご協力をお

願いいたします。 

　今回から粗品は「生たまご」

（200Pは1パック、400Pは2

パック）になります。 

　青森空港国際推進協議会では、青森空港を発着する国

際定期便の利用促進を図るため、青森空港から遠方に居

住し、有料道路を利用して空港に来る場合の有料道路等

の料金の一部を共通回数券等で助成する有料道路助成

金を実施しています。 

　青森～ソウル便を利用する際、みちのく有料道路を利

用して空港まで来られた方に、2,000円分の回数券を助

成する、大変お得な内容となっております。 

　ぜひ、ご活用ください。 

※ただし、当協議会の他の助成金との併用は認めません。 

◆助成対象経費－みちのく有料道路、または、東北自動

　車道（東北自動車道小坂IC以南）の有料道路の一部 
◆交付の定義－みちのく有料道路を利用した場合は、有

　料道路共通回数券2,300円分、東北自動車道を利用し

　た場合はハイウェイカード3,000円分とする。 

　　ただし、ＥＴＣを利用した場合は対象外とする。 

◆交付申請－当助成金の交付を受けようとする方は、協

　議会に対し、交付申請（請求）書（注１）に有料道路領収

　書を添付して青森空港の出発カウンターへ出発当日

　に申請してください。その際は、渡航チケットを必ず

　提示してください。 

（注１）交付申請（請求）書については、下記までお問い合

　　　わせください。 

◎お問合せ先－青森商工会議所地域振興課 

　　　　　　　TEL ０１７－７３４－１３１１ 

　　　　　　　FAX ０１７－７７５－３５６７ 

3月8日から携帯電話119番通報は、七戸町の中央消防署へつながります。 
 
　地域により十和田・三沢・北部・青森の各消防本部につながる場合がありますが、すぐ七戸

町の中央消防署へ転送受信されます。 

 
◎お問合せ先－中部上北広域事業組合消防本部中央消防署 

　　　　　　　  　　　　　　　TEL ０１７６－６２－３１４１ 

2月20日・3月6日 

総 合 相 談  総 合 相 談  

局番なしの『119』　 あわてず  はっきりと  正確に!! 
 

局番なしの『119』　 あわてず  はっきりと  正確に!! 
 

局番なしの『119』　 あわてず  はっきりと  正確に!! 
 

●と　き－10時～12時 

●ところ－東北町役場本庁舎 

　　　　　2階休養室 
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十和田税務署からの 
お知らせ

 
１．平成17年分の確定申告の
提出 
【所得税】 
　平成17年分の所得税の確
定申告は、平成18年2月16日(木)
から3月15日(水)までです。た
だし、還付申告の方は2月15
日(水)以前でも申告書を提出
することができます。 
【消費税及び地方消費税】 
　個人事業者の平成17年1月
1日から12月31日の課税期間
に係る消費税及び地方消費税
の確定申告は、平成18年3月
31日(金)までです。 
※３月に入りますと、税務署
　は大変混み合います。申告
　はお早めにお済ませくださ
　い。 
２．平成17年分の所得税・消費
税及び地方消費税の納期限 
【申告所得税】 
▽現金納付（納期限） 
　平成18年3月15日(水) 
▽振替納税（振替日） 
　平成18年4月20日(木) 
【消費税及び地方消費税】 
▽現金納付（納期限） 
　平成18年3月31日(金) 
▽振替納税（振替日） 
　平成18年4月27日(木) 
３．納税には便利かつ安全で
確実な振替納税をご利用くだ
さい 
　「申告納税」「消費税及び地
方消費税（個人事業者）」の納
税には、振替納税をご利用く
ださい。ご指定の口座から振
替日に自動的に引き落としさ

れますので、納税の都度、金融
機関へお出かけになる必要が
ありません。また、一度手続さ
れますと、翌年以降の手続き
は不要です。 
※手続きについてのご相談は
　十和田税務署管理徴収部門 
　（TEL　0176‐23‐3152）まで。 
４．所得税法が変わりました 
【公的年金控除の改正】 
　雑所得の金額の計算上、公
的年金等の収入金額から控除
される公的年金等控除額のう
ち、年齢65歳以上の者に対し
て上乗せして適用される部分
が廃止されましたが、最低控
除額70万円については、年齢
65歳以上の者について50万
円加算し、120万円とされま
した。 
【老年者控除の廃止】 
　老年者控除が廃止されまし
た。 
５．消費税法が変わりました 
【事業者免税点の改正】 
　個人事業者は平成17年分
から（法人は平成16年4月1日 
以後開始する課税期間から）
事業者免税点の上限が、3千万
円から1千万円に引き下げら
れました。 
　個人事業者の方で平成15
年分の課税売上が1千万円を
超える方は、平成17年分から
消費税の確定申告をする必要
があります。 
　消費税の課税事業者となる
個人事業者及び法人は「消費
税課税事業者届出書」の提出
が必要です。また、消費税法に
基づく帳簿の記載や請求書の
保存が必要です。 
【簡易課税制度の改正】 
　簡易課税制度の適用上限が、
2億円から5千万円に引き下
げられました。 
◎詳しくは十和田税務署（TEL  
　0176-23-3151）まで。 

県税納税証明書申請時の 
身分確認及び 

委任関係確認について 
 
　県では、納税証明書交付事
務に厳正を期するため、平成
15年7月1日から納税証明書
の交付申請者の身分確認と、
代理人申請の場合の委任関係
確認を行っております。 
　県税に関する納税証明書の
交付申請手続きを行う者に対
しては、納税義務者本人、代理
人に関わらず、運転免許証、健
康保険証等により身分確認を
行いますので、申請時にはこ
れらを証明する書類のうちい
ずれかの提示が必要となりま
す。また、自動車税納税証明書
の申請には、自動車検査証の
提示も必要となります。 
　なお、納税義務者が代理人
を通して申請手続きを行う場
合には、実印によって委任状
を作成し、その印鑑登録証明
書（3か月以内に発行されたも
の。確認後お返しします）を添
えて、申請してくださるよう
お願いします。ただし、継続検
査用の自動車税納税証明書申
請の場合は、当分の間、印鑑証
明書は不要です。 
◎詳しくは、十和田県税事務
　所総務課（TEL 0176-22-8111
　（内205））までお問い合わせ
　ください。 

 
無料税理士相談会の 

お知らせ 
 
◆開催日 
　2月27日(月)～3月3日(金) 
　3月6日(月)～3月10日(金) 
　9時～16時 
◆対象－十和田税務署管内 
◆会場－十和田税務署申告書
　作成会場内 

 

軽自動車の名義変更・廃車手続き及び車検はお早めに!
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青年国際交流事業に 
参加しませんか

 
　内閣府では、将来を担う国
際感覚豊かな青年を育成する
ため、様々な国際交流事業を
実施しています。 
　現在、平成18年度の「国際
青年育成交流」「日本・中国青
年親善交流」「日本・韓国青年
親善交流」「世界青年の船」「東
南アジア青年の船」事業の参
加青年を募集しています。 
◎お問合せ先 
　内閣府政策統括官付国際交
　流第1担当 
　TEL　03-3581-1181 
　http://www8.cao.go.jp/ 
　　　　youth/koryu1.htm 
　または、青森県青少年・男女
　共同参画課 
　TEL　017-734-9224 
 

春休み国内交流事業 
ちびっこ探検学校 

ヨロン島 
 
◆内容－全国から参加する日
　本人小学生と在日外国人の
　友だちと共同生活や野外活
　動を通して、国際交流の第
　一歩とします。 
◆期間－3月28日（火） 
　　　　　　　～4月4日（火） 
◆場所－鹿児島県与論町 
◆対象－小2～小6 
◆参加費－全国各地から出発
　できます。 
◆申込締切－3月7日（火） 
　（申込先着順） 
◆事業説明会 
　▽2月12日（仙台） 
　▽2月16日（東京） 
　▽2月26日（札幌） 
◎お問合せ・お申込先 
　(財)国際青少年研修協会 
　〒160-0004東京都新宿区 
　四谷２-11大村ビル３F 
　TEL　03-3359-8421 
　FAX　03-3354-2207 

 
 

森と家づくりフォーラム 
 
　近くの山の木を使うことを
提唱している鈴木有氏の基調
講演と、地元材を使って建て
られた建て主の方々によるパ
ネルディスカッションを行い
ます。 
　一緒に地元の木を使うこと
を考えてみましょう。 
◆とき－3月5日（日） 
　13時～16時半 
◆ところ－十和田市職業能力
　開発校（十和田市大字三本
　木字千歳森292-7） 
　TEL　0176-23-3397 
◆内容 
　①基調講演者 
　　▽鈴木有氏（秋田県立大
　　　学木材高度加工研究所
　　　名誉教授） 
　　・演題「近くの山の木を
　　　活かす四方良しの家づ
　　　くり」～住まい手良し、
　　　造り手良し、世話良し、
　　　孫子良し～ 
　②パネルディスカッション 
　　▽地元材活用の建て主 
　　　（数名） 
◆参加料－無料 
◆定員－100名（先着順） 
◎お申込・お問合せ先 
　青森県上北地方農林水産事
　務所林業県産材振興課 
　TEL　0176-22-8111（内線281） 
　FAX　0176-22-9161

 

軽自動車の名義変更動車の名義変更・廃車手続廃車手続き及び車検車検はお早めお早めに!軽自動車の名義変更・廃車手続き及び車検はお早めに!
　毎年3月は、各申請及び検査車両が著しく増加。中でも、

週末と下旬には特に集中するため、窓口や検査場が非常に
混雑します。 
　皆様の待ち時間の短縮とスピーディーな手続きを実施する

ため混雑する時間を避け早めの手続きをお願いいたします。 

　軽自動車の各種申請手続きなどの案内を電話やFAXから

24時間受けることができます。 

TEL 017-762-1158 
◎お問合せ先－軽自動車検査協会青森事務所　 

　　　　　　 　　　　TEL 017-739-6568

軽 自 動 車 テ レ フ ォ ン サ ー ビ ス  
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■町の人口《12月》 

〔　〕は、昨年同期との比較増減。 

※（　）内は1月からの累計　 

■町の交通事故《12月》 

■町の火災《12月》 

■救急車出場件数《12月》 

TEL 0176-62-3141
TEL 0176-56-2119
TEL 0175-63-2520

中部上北消防本部 

中央消防署 

上北消防署 

東北消防署 

（　）内は1月からの累計　 

（　）内は1月からの累計　 

（　）内は1月からの累計　 

男 

女 

計 

世帯数 

出　生 

死　亡 

転　入 

転　出 

10,156人 

10,693人 

20,849人 

6,893戸 

7人 

21人 

37人 

48人 

〔△120人〕 

〔△132人〕 

〔△252人〕

〔　 27戸〕 

（ 122人） 

（ 262人） 

（ 546人） 

（ 658人） 

坂　本　栞央音 （虫　神・　亘　） 

竹　内　木　胡 （南　町・洋　一） 

目　時　瑠唯奈 （内蛯沢・　済　） 

大　杉　陽　菜 （内蛯沢・　樹　） 

加　賀　夢　羽 （外蛯沢・卓　弥） 

佐々木　　隆　 （六戸町） 
　　田　優　子 （花向町） 

人身事故

負 傷 者  

死 亡  

10件 

13人 

0人 

（　87件） 

（ 117人） 

（　  4人） 

建 物  

林 野  

車 両  

そ の 他  

0件 

0件 

0件 

0件 

（　  7件） 

（　  5件） 

（　  0件） 

（　  2件） 

54件 （ 559件） 

文
芸
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

文
芸
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

る　い　な り　お　ん 

こ　　　こ 

ゆめ　　  は 

はる　　 な 

♥ 大　池　勇　気 （乙供新町） 
三　浦　多都美 （下田町） ♥

蛯　名　みゆき　84　上　野 

市　川　勝　志　57　小川原 

千　　　タ　ケ　88　新　山 

蛯　名　正　一　56　上　野 

　　田　鶴　松　88　徳万才 

森　川　　清　　86　境ノ沢 

蛯　名　壽一郎　86　境ノ沢 

新　山　サ　ヨ　84　新　山 

小笠原　三次郎　84　旭　町 

乙　部　粕　　　88　乙　部 

蓬　畑　松五郎　103　松風荘 

新　山　ヨシヱ　88　松風荘 

山　石　よ　し　95　松風荘 

吹　越　貞　雄　89　甲　地 

松　　　ミノリ　73　大向籏屋 

高　村　惠美子　60　乙供新町 

　　田　　潔　　78　郡　山 

県内の交通事故概況  県 内 の 交 通 事 故 概 況  県 内 の 交 通 事 故 概 況  
あなたも参加　わたしもやります“交通安全” 

毎月１日は県民交通安全の日 
※（   ）内は前年比。累計は１月から。速報値のため後日変更することがあります。 

発
生 

死

者

の

状

態

 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト 

死
者 

傷
者 

12月中 

864件 
（+27） 

2人 
（－3） 

1,103人 
（+31） 

8,392件 
（－209） 

79人 
（－24） 

8人 
（－11） 

40人 
（－4） 

40人 
（－15） 

16人 
（－16） 

7人 
（－13） 

10,588人 
（－339） 

（平成17年） 青森県交通対策協議会 

年累計  飲酒運転による死者 

自動車乗車中の死者 

着用していれば 
助かったと思われる人 

非 着 用 死 者  

高齢者の死者 
～65歳以上の人～ 

あなたも参加　わたしもやります“交通安全” 

氏　　名 

氏　　名 町名 氏　　名 町名 

氏　　名 町名　 保護者 氏　　名 町名　 保護者 

年齢 町名 氏　　名 年齢 町名 

平成17年12月届出分 
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◆期日－2月19 日（日）9時開会式 
◆場所－東北町北総合運動公園「トレーニングセンター」 
◆種目 
　①一般男子の部、一般女子の部「選手8名、交代選手2名」「選手8名、交代選手2名」 
　②中学生の部、小学生の部「男女各4名、交代選手男女各2名」 
　③幼児の部「男女問わず6名、交代選手2名」 
◆参加資格 
　①一般部門は、各町内会、各分館、同一職場、友人単位で高校生以上とし、東北町民又は町内
　　に勤務するもの 
　②小学生・中学生部門は、各町内会、各分館、部活動、スポーツ少年団、子ども会単位とする。
　　ただし、保護者の同意を得ること。 
　③幼児の部は、各町内会、各分館、保育園単位とする。ただし、保護者の同意を得ること。 
◆競技方法 
　①種目別リーグ戦とする。（参加チーム数により変更あり） 
　②1本引きとする。チーム数の少ない場合は3本引きとし、2本先取とする。 
　③試合時間は60秒とする。 
◆締切－2月9日（木） 
◎お問合せ先－東北町教育委員会スポーツ振興課 
　　　　　　　TEL 0175-63-3500  FAX 0175-63-4477

県内の交通事故概況  県 内 の 交 通 事 故 概 況  
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新町誕生記念式典 
町の話題 
健康家族 
お知らせ 
戸籍の窓 
わが家のアイドル 

とっても食いしん坊の恵太ですが、みんなに笑顔
をふりまいて元気にしてくれます。 
いつまでも恵太スマイルを忘れないでネ！ 

次男［11か月］ 恵太くん 
けい  た 

パパ・佐々木　英　春　さん 
ママ・　　　　江利子　さん 

元気に輝ける子に育ってほしいです。 

長女［9か月］ 心優ちゃん 
み　  ゆ 

パパ・松　舘　貴　仁　さん 
ママ・　　　　哉　美　さん 

イタリア・トリノで開かれる冬季オリンピックのノルディック距離代表の蛯沢克仁さんが1月6日、
バイアスロン代表の蛯沢大輔さんが1月13日、それぞれ役場を訪れ、竹内町長に五輪出場を
報告し、大会での活躍を誓いました。 

五輪での健闘を誓う蛯沢大輔選手 五輪での健闘を誓う蛯沢克仁選手 五輪での健闘を誓う蛯沢大輔選手 五輪での健闘を誓う蛯沢克仁選手 

お2人の五輪でのご活躍を期待しています。ケッパレ!!お2人の五輪でのご活躍を期待しています。ケッパレ!!お2人の五輪でのご活躍を期待しています。ケッパレ!!

東北町消防団出初め式 


